
. 

可
慨
小
隠
密
二

十

倒
湧
賞
せ
し
め
候
得北ハ
、急
に
右
組
米
御
柳
に
成
り
、共
外
も
下
直
に

吋質
問
し
候
故
、
却
て
下
々
に
は
米
求
易
罷
成
、
慣
も
賎
く
成
り
候
旨
。

一
.
二
日
に
は
我
公
日
光
御
拝
制
の
日
に
候
所
、目
先
山
も
朔
日
二

日
逃
敷
風
間
.
何
と
も
御
参
拝
雄
被
再
開
成
可
布
之
由
陀
候
得
共
、
少

し
も
無
御
滞
御
規
式
の
辺
御
奔
諸
相
憐
.
六
日
江
戸
へ
御
指
紋
遊
侠
。

御
品
世
界
御
供
奥
村
内
紀
・
青
木
新
兵
紛

倖
間
航
左
衛
門
御
供
中
、
荷

物
等
は
人
馬
支
滞
り
、
聞押
h
k

磁
し
mu
致
御
供
候
に
付
‘六
日
御
治
の
後

人
足
三
百
除
人
.
江
戸
よ
り
越
谷
草
加
迄
取
に
誼
し
.
七
日
八
日

迄
に
段
々
致
到
来
候
。
戸
間
川
大
水
に
て
九
日
比
迄
船
出
し
不
巾
候。

板
橋
の
橋
も
務
ち
、御
跡
よ
り
罷
越
候
商
巴
て
浦
輸
・放
漫
に
四
五
日

逗
m円

多
く
は
川
越
を
経
、
荷
物
は
宿
k
k
残
し
泣
き
、
般
に
て
隅

m川
よ
り
洩
半
へ
出
で
本
郷
へ
問
削
減
の
事。

一
.
溺
死
御
改
書
付
の
お
。
川
口
芝
金
杉
深
川
六
悶
坪
等
に
て
取

上
慨
。
死
骸
陀
主
有
之
分
如
左
。

小
石
川
水
道
町
、牛
込
赤
木
町
一
脚
の
下
、
古
川
代
町
迄
の
内
。

男
百
八
十
人
。
女
二
百
三
十
人
。
男
友
小
児
二
百
十
三
人
。

日
白
下
・
凶
日
中
間
出
迄
の
内
。

mm百
八
十
五
人
。
女
百
七
十
二
人
。
男
女
小
児
百
五
十
凶
人
。

す
。
太
閤
秀
吉
公
の
時
、
文
総
元
担
朝
鮮
征
伐
の
役
K
七
百
鈴
の
従

兵
E
以
て
慌
越
候
所
.
彼
園
に
て
病
死
也
。

一
女
子
有
之
、
常
陀
我

高
徳
公
・淵
朝
国
公
御
懇
意
に
付
、
渡
海
の
節
右
女
子
瑞
能
公
御
養
女
分

に
被
成
世
。
共
後
布
の
趣
故
前
悶
針
馬
区
知
K
嫁
婆
被
命
候
て
‘
粧

悶
五
百
石
被
下
候。

老
後
裕
組
心
是
也
。
前
岡
氏
陀
て
三
男
子
世
生

す
。
針
馬
直
正
・
熊
助
茶
・
志
摩
直
成
是
也
。
然
る
に
直
知
の
母
儀
は

高
徳
公
の
御
娘
に
て
、
常
陀
時
制荻
甚
敗
、北
ハ
齢
牧
村
氏
と
間
不
好
候。

夫
都
問
陀
は
別
僚
組
之
と
い
へ
ど
も
、
以
来
不
可
然
部
も
可
筋
出
来

と
て
.
夫
妨
相
談
の
よ
を
以
て
牧
村
氏
を
京
都
へ
越
し
、
白
川
に
て

町
野
長
門
守
幸
知
へ
再
放
也
。
共
後
長
門
守
夫
如
来
都
へ
問
団
越
供
。

如
此
仔
細
に
付
共
後
志
摩
直
成
を
長
門
守
へ
養
子
に
し
、
町
野
氏
を

務
へ
候
。
然
る
同
州
立
武
十
九
年
牧
村
氏
組
心
と
栴
し、
大
猷
殿
下
へ
御

局
役
に
被
召
出
。
則
ち
春
日
局
主
以
て
被
仰
波
御
山中公
す
。
組
心
と

絡
す
る
は
此
時
也
。
正
保
四
年
俊
安
三
年
雨
皮
陀
震
御
知
行
、武
州

牛
込
付
の
内

E
=一百
四
十
五
石
三

4
拝
領
す
。
殿
下
花
御
の
節
.
組
心

下
屋
敷
の
内
K
御
料
を
可
奉
安
置
の
回
目
被
命
陀
付
、

幸
ひ
正
保
三
年

酒
井
讃
州
奉
之
.
阻
心
申
談
じ
、
一
除
涼
山
積
松
寺
を
建
立
し
被
下
也

候。

御
知
行
不
磁
器
願
候
て
寄
附
候
。
仰
之
従
鍛
布
殿
下
御
朱
印
被

可
脱
小
股
巻

二
十

根
津

下
谷
金
杉
機
草
・印
刷
徳
寺
前
箕
倫
迄
の
内
。

見
三
十
七
人
。
女
七
十
八
人
。
叩
山
女
小
児
六
十
一
人
。
出
家
十

人。

芝
杉
新
網
町
民
て
。

男
六
卜
八
人
。
女
三
十
人
。
男
女
小
児
十
八
人
。

右
は
死
骸
早
速
取
幼
候
分
如
此
。
錐
取
上
候
て
流
亡
の
分
凶
百
除
。

於
芝
牛
三
十
六
匹
、
馬
の
死
亡
数
不
知
候
。
溺
死
人
数
千
八
百
二
十

九
人
。

て

水
戸
邸
内
に
て
隆
々
士
分
二
十
飴
入
、
共
外
男
女
の
死
数
不
相

知
候。

馬
は
不
残
mm
死
‘只
一
疋
屋
上
へ

上
り
死
不
申
候
由
。惣
て
屋

数
方
の
分
は
未
相
知
候。

一
、
結
手
よ
り
訴
侠
分
。
九
百
七
+
三
人
。
同
廿
四
日
迄
に
饗
七
方

陀
て
取
上
候
の
由
。

て

房
州
市
に
て
取
上
申
分
。
二
千
五
百
四
十
八
除
。
豆
州
浦
の
分

は
未
相
知
候
。

以
上
。

成

Jm
十
月
四
日

一
‘
前
悶
針
山
直
知
の
斐
組
心
衆国肱

牧
村
氏
諒
古
那
、
父
は
勢
州
問
丸
城
主
兵
部
大
輪
利
点
‘
五
高
石
領

下
.
務
松
寺
開
基
の
伺
水
南
和
品
川
へ
渡
之
。
共
後
賞
金
材
木
待
問
押

領
陀
付
、御
窓
屋
も
佐
立
仕
候
。
岨
心
へ
百
人
扶
持
被
下
位
候
。
延
銃

三
年
乙
卯
三
月
病
中
女
使
近
江
川
崎
雨
入
を
以
て

、
何
成
と
も
聞

の
筋
可
巾
上
の
旨
被
仰
出
慨
。
牧
村
は
父
方
の
市
宇
陀
御
山
肌
候
。

北山

都
は
無
御
座
候
得
共
、
幸
ひ
前
間
氏
の
孫
御
座
候
。

則
了
心
せ
が
れ

犬
松
と
申
者
混
在
候
。
是
を
被
召
向
、牧
村
氏
を
名
乗
候
絞
に
被
遊
被

下
候
は
ど
、
可
恭
旨
巾
上
候
。
依
之
組
心
へ
被
下
候
百
人
扶
持
を
五

百
依
に
御
直
し
、
犬
松
に
被
下
候
。
後
兵
四
郎
と
稀
す
る
刀
ん
也
。
同

月
十
一
日
死
去
九
+
飴
歳
也
。
志
勝
直
成
入
道
了
心
は
、
前
間
話
〈作

芭
知
第
三
男
也
。
兄
釣
馬
直
正
知
行
一
一
向
石
の
内
千
五
百
石
令
配
分
、

微
妙
公
へ
器
仕
.
共
節
町
眠
判
長
門
守
養
子
陀
仕
度
旨
悲
願
江
戸
へ
能

越
候
。
共
後
究
永
二
年
乙
丑
兄
封
馬
死
去
.
其
子
長
松
孝
貞
幼
少
に

何
.
同
四
年
丁
卯
自
微
妙
公
被
召
還
、

一
部
七
千
石
御
願
也
、

長
松

十
五
哉
氏
招
成
候
は
ピ
右
の
内

一
一
品
石
相
波
可
申
旨
被
仰
付
依
。
究

永
二
十
年
布
一
向
石
、
従
問
問
般
公
長
松
致
拝
倒
.
抽出
り
七
千
石
志
勝

へ
被
下
皿也候。

町
野
氏
陀
盟
国
在
候
内
、
閣
制
附
加
賀
守
正
俊
娘
と
縁
組

申
合
置
候
。
御
図
へ
被
召
還
候
儀
故
.如
何
可
仕
干
の
旨
恭
伺
候
所
、

最
前
の
通
り
可
申
合
旨
微
妙
公
紋
仰
波
‘
小
松

へ
呼
越
致
娘
要
。

E

三
九
七




